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一

古
來
、
奧
羽
は
、
日
本
武
尊
を
始
め
ま
つ
り
、
田
村
將
軍
、
源
頼
義
、
義
經
な
ど
、
英
雄
豪
傑
が
武
を
以
て
王

化
に
浴
せ
し
め
た
る
處
と
の
み
思
ひ
し
は
、
げ
に
皮
相
の
謬
見
な
り
き
。
わ
れ
山
寺
に
遊
び
て
、
始
め
て
知
る
、

前
九
年
の
役
に
先
だ
つ
こ
と
凡
そ
二
百
年
、
早
や
已
に
絶
代
の
聖
僧
慈
覺
大
師
が
、
徳
を
以
て
奧
羽
の
人
を
救

ひ
た
り
し
こ
と
を
。
大
師
は
、
實
に
千
年
の
前
に
立
石
寺
を
創
め
て
、
衆
生
を
濟
度
し
た
る
聖
人
也
。
山
寺
名

勝
志
に
據
れ
ば
、
大
師
は
、
最
上
川
の
御
殿
と
稱
す
る
處
を
開
鑿
し
て
瀦
水
を
排
し
、
沮
洳
卑
濕
な
る
村
上
四

郡
を
耕
田
と
爲
せ
り
。
な
ほ
麻
布
製
造
の
法
を
も
教
へ
た
り
と
の
事
也
。
仰
ぐ
べ
き
か
な
慈
覺
大
師
。

　
　
　
　
　
　
　
　
二

山
は
必
ず
し
も
高
き
を
尚
ば
ず
、
樹
あ
る
を
尚
ぶ
と
い
へ
り
。
國
土
は
必
ず
し
も
、
大
政
治
家
、
大
實
業
家
、

大
軍
人
を
出
だ
す
を
尊
し
と
せ
ず
、
大
徳
の
聖
人
を
出
だ
す
を
尊
し
と
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
三
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山
寺
に
芭
蕉
翁
の
蝉
塚
あ
り
。
彼
の
有
名
な
る
『
閑
か
さ
や
岩
に
し
み
入
る
蝉
の
聲
』
の
句
は
、
翁
が
山
寺
に

て
作
り
た
る
也
。
余
は
翁
の
『
五
月
雨
を
集
め
て
早
し
最
上
川
』
の
句
を
愛
す
。
山
形
人
士
の
舟
遊
に
伴
は
れ

て
最
上
川
に
遊
び
し
に
、
人
あ
り
、
水
に
臨
め
る
、
宏
壯
な
る
家
を
指
し
て
曰
く
、
芭
蕉
翁
、
當
年
か
の
家
に

宿
れ
り
。
そ
の
筆
蹟
、
今
な
ほ
存
す
と
。
わ
れ
思
ふ
に
、
才
に
て
進
み
た
る
の
極
は
所
謂
上
手
也
。
才
を
離
れ

て
、
始
め
て
所
謂
名
人
と
な
る
を
得
べ
し
。
何
事
も
、
名
人
の
域
に
達
す
れ
ば
、
共
に
談
ず
る
に
足
る
。
翁
の

如
き
は
、
俳
の
聖
也
。
即
ち
名
人
の
域
に
達
し
た
る
人
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
四

天
狗
巖
、
五
大
堂
、
釋
迦
堂
、
南
院
の
堤
を
山
寺
の
四
大
觀
と
稱
す
。
余
は
南
院
の
堤
よ
り
立
谷
川
を
隔
て
て

山
寺
を
仰
ぎ
て
以
爲
へ
ら
く
、
天
下
の
絶
景
な
り
と
。
人
の
心
は
、
さ
ま
／
″
＼
也
。
山
寺
を
箱
庭
的
と
い
ふ

者
も
あ
ら
む
。
箱
庭
的
と
い
ふ
と
も
、
こ
れ
く
ら
ゐ
面
白
き
箱
庭
的
の
處
が
他
に
あ
る
か
と
云
ふ
者
も
あ
ら
む
。

垂
水
巖
に
、
蜂
巣
の
如
く
穴
あ
き
た
る
が
面
白
し
と
云
ふ
者
も
あ
ら
む
、
そ
れ
は
兒
戯
的
な
り
と
云
ふ
者
も
あ

ら
む
。
猫
石
眞
の
猫
の
如
し
と
喜
ぶ
も
の
も
あ
ら
む
。
塔
岩
最
も
奇
な
り
と
喜
ぶ
者
も
あ
ら
む
。
楓
川
の
紅
葉
、

藤
花
、
霰
、
雷
神
諸
瀑
を
見
ず
ん
ば
、
山
寺
の
美
を
談
ず
べ
か
ら
ず
と
云
ふ
も
の
も
あ
ら
む
。
石
橋
の
奇
、
天

下
に
冠
絶
す
る
と
云
ふ
も
の
も
あ
ら
む
。
余
は
望
む
、
南
院
の
堤
に
、
せ
め
て
茶
亭
あ
れ
。
茶
亭
に
酒
あ
ら
ば
、

な
ほ
更
よ
し
。
河
鹿
わ
が
爲
に
歌
ひ
、
清
流
天
上
の
凉
味
を
傳
ふ
。
山
寺
の
一
山
、
す
べ
て
こ
れ
寺
院
堂
塔
の
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み
に
も
あ
ら
ず
。
す
べ
て
こ
れ
奇
巖
怪
石
か
と
見
れ
ば
、
奇
巖
怪
石
の
み
に
あ
ら
ず
。
す
べ
て
こ
れ
老
松
巨
杉

か
と
見
れ
ば
、
老
松
巨
杉
の
み
に
も
あ
ら
ず
。
雲
烟
そ
の
間
に
搖
曳
す
。
小
景
と
は
云
ふ
べ
か
ら
ず
。
奇
景
と

の
み
も
云
ふ
べ
か
ら
ず
。
た
ゞ
／
″
＼
天
上
の
仙
閣
の
趣
と
は
、
斯
か
る
も
の
か
と
思
は
る
ゝ
也
。
時
に
は
、

こ
の
や
う
な
る
野
趣
も
あ
ら
む
。

牛
洗
ふ
人
い
と
け
な
し
夏
の
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
治
四
十
二
年
）
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
桂
月
全
集
　
第
二
卷
　
紀
行
一
」
興
文
社
内
桂
月
全
集
刊
行
會

　
　
　1922
（
大
正11

）
年7

月9

日
発
行

入
力
：
Ｈ.

Ｙ
Ａ
Ｍ

校
正
：
門
田
裕
志
、
小
林
繁
雄

2008

年8

月26

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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